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思
想
家
や
文
学
者
に
つ
い
て
の
学
術
的
研
究
は
、
そ
の
人
物
の
生
ま
れ

た
母
国
の
研
究
が
一
番
す
ぐ
れ
て
い
る
と
は
、
必
ず
し
も
言
え
な
い
。

十
八
世
紀
フ
ラ
ソ
ス
の
啓
蒙
思
想
家
ル
ソ
ー
（
一
七
―
二

i
七
八
）
の

研
究
は
、
フ
ラ
ソ
ス
以
外
に
も
多
く
の
す
ぐ
れ
た
研
究
が
あ
る
し
、
マ
ル

ク
ス
（
一
八
一
八

i
八
三
）
の
研
究
は
、
か
れ
の
母
国
ド
イ
ツ
よ
り
も
む

し
ろ
イ
ギ
リ
ス
や
日
本
の
研
究
の
ほ
う
が
す
ぐ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国

を
含
め
た
社
会
主
義
国
の
マ
ル
ク
ス
研
究
は
、
毛
沢
東
研
究
と
同
様
に
、

マ
ル
ク
ス
主
義
を
ド
グ
マ
と
し
て
見
て
い
る
た
め
に
、
魅
力
の
乏
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
思
想
家
な
り
文
学
者
な
り
に
関
す
る
事
実
の
新
発
見

と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
人
物
の
生
ま
れ
た
国
の
研
究
に
、
一
日

の
長
の
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
人
物
の
思
想
、

歴
史
的
意
義
づ
け
と
い
っ
た
、
事
実
の
も
つ
意
味
の
解
釈
•
分
析
に
つ
い

ー

て
は
、
そ
の
母
国
の
研
究
が
最
高
の
も
の
だ
、
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

中
国
の
文
学
者
魯
迅
（
一
八
八
一

i
一
九
三
六
）
、
あ
る
い
は
先
頃
逝

去
し
た
丁
玲
（
一
九

0
七
i
八
六
）
の
研
究
に
つ
い
て
も
、
そ
う
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
最
近
、
北
京
大
学
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
楽
黛
雲
編
『
国

外
魯
迅
研
究
論
集
（
一
九
六

O
i
一
九
八
一
）
』
（
一
九
八
一
年
刊
）
、

あ
る
い
は
、
『
丁
玲
研
究
在
国
外
』
（
湖
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年

刊
）
を
見
て
み
る
と
、
そ
う
い
う
印
象
を
つ
よ
く
も
つ
。
本
書
『
国
外
魯

迅
研
究
論
集
』
に
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ラ
イ
ル
『
魯
迅
の
現
実
観
』
（
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
出
版
）
な
ど
七
篇
の
ア
メ
リ
カ
人
の
研
究
、
竹
内
実

『
魯
迅
遠
景
』
な
ど
五
冊
の
日
本
人
の
著
作
、
さ
ら
に
は
ソ
ピ
エ
ト
、
チ
ェ

コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
オ
ラ
ソ
ダ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
合
計
十

九
篇
の
文
章
が
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
は
、
い
ず
れ
も
魯
迅
そ
の
人
を
な
ま
身
の

人
間
と
し
て
描
い
て
お
り
、
読
者
の
知
的
好
奇
心
を
十
分
満
足
さ
せ
て
く

章
太
炎
は
「
退
い
て
静
か
な
学
者
」
に
な
つ

章
太
炎
に
対
す
る
魯
迅
と
芥
川
龍
之
介
の
評
価

河

田

悌

た
の
か

(32) 
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れ
る
。そ
れ
に
た
い
し
て
、
中
国
の
魯
迅
研
究
の
論
文
は
、
お
そ
ら
く
新
中
国

成
立
以
後
、
ゆ
う
に
千
篇
を
越
す
著
作
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

が
、
大
刀
闊
斧
に
こ
れ
を
言
う
な
ら
ば
、
千
篇
一
律
の
感
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

外
国
の
読
者
の
み
な
ら
ず
、
中
国
の
人
び
と
も
ま
た
、
お
そ
ら
く
そ
う

い
う
感
想
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
で
は
、
読
者
に
そ
う
い

う
印
象
を
与
え
る
の
は
、
な
ぜ
か
。

そ
れ
は
中
国
の
魯
迅
研
究
、
と
り
わ
け
近
現
代
の
人
物
に
つ
い
て
の
研

究
の
方
法
論
が
、
「
唯
物
主
義
か
唯
心
主
義
か
」
と
い
っ
た
二
分
法
、

「
進
歩
か
保
守
か
反
動
か
」
と
い
う
三
分
法
、
章
太
炎
の
場
合
な
ら
「
資

産
階
級
的
か
地
主
階
級
的
か
農
民
階
級
的
か
」
と
い
う
類
型
化
が
主
流
で

あ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
方
法
が
き
わ
め
て
一
面
的
で
あ
り
す
ぎ
る
の
だ
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
あ
ま
り
に
安
易
に
、
歴
史
上
の
人
物
の

そ
の
名
前
の
上
に
形
容
詞
を
付
し
て
、
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
す
ぎ
る
の
で
あ

る
。
た
と
え
ば
ー
ー
、
「
偉
大
的
民
主
革
命
先
行
者
、
孫
中
山
先
生
」

「
資
産
階
級
革
命
家
、
章
太
炎
」
、
こ
れ
な
ら
ま
だ
ま
し
だ
が
、
「
偉
大

的
領
袖
、
低
大
的
導
師
、
偉
大
的
統
帥
、
偉
大
的
舵
手
、
毛
主
席
」
（
こ

の
言
い
方
は
も
う
流
行
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
…
…
）
、
「
中
国

共
産
主
義
運
動
的
先
駆
、
傑
出
的
共
産
主
義
戦
士
、
無
産
階
級
革
命
家
李

大
釧
同
志
」
、
「
中
国
文
化
革
命
的
主
将
、
偉
大
的
文
学
家
、
偉
大
的
思

想
家
、
偉
大
的
革
命
家
、
魯
迅
先
生
」
…
…
な
ど
な
ど
、
と
い
う
具
合
に
。

読
む
以
前
か
ら
、
読
者
は
読
む
気
力
を
な
く
し
て
し
ま
う
わ
け
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
魯
迅
に
つ
い
て
は
、
毛
沢
東
が
魯
迅
に
対
し
て
高
い
評
価

を
与
え
て
以
来
、
中
国
で
は
い
わ
ゆ
る
．
魯
迅
神
話
．
と
言
っ
て
も
よ
い

ほ
ど
の
状
況
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
魯
迅
の
文
章
が

好
き
で
あ
る
し
、
か
れ
が
素
晴
し
い
文
学
者
だ
と
は
認
め
る
が
、
そ
れ
で

も
そ
う
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
魯
迅
の
章
太
炎
評
価
も
ま
た
、
偉
大
な
文
学
者
で
あ
っ
た
魯

迅
の
こ
と
ば
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
信
用
さ
れ
す
ぎ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
こ
と
ば
と
は
、
何
か
。

そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
魯
迅
が
そ
の
死
の
十
日
前
、
か
つ
て
の
師
で
あ
っ

た
章
太
炎
を
追
悼
し
て
書
い
た
、
情
誼
に
溢
れ
た
文
章
「
太
炎
先
生
に
関

す
る
二
、
三
の
こ
と
」
の
か
の
有
名
な
一
節
で
あ
る
。

太
炎
先
生
は
以
前
こ
そ
革
命
家
と
し
て
姿
を
現
わ
し
て
い
た
が
、
後

に
は
退
い
て
静
か
な
学
者
と
な
り
、
自
分
の
手
で
も
作
っ
た
し
、
ほ

か
の
人
に
も
作
っ
て
も
ら
っ
た
塀
で
も
っ
て
、
時
代
と
隔
絶
し
て
し

ま
っ
た
。

さ
ら
に
ま
た
、
同
じ
文
章
の
中
に
あ
る
「
民
衆
と
離
れ
て
次
第
に
頗
暦

に
入
っ
た
」
「
粋
然
と
し
て
儒
宗
と
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
ば
で
あ
る
。

こ
の
魯
迅
の
こ
と
ば
、
章
太
炎
に
対
す
る
評
価
を
継
承
し
て
、
中
国
の

研
究
者
た
ち
は
、
章
太
炎
は
晩
年
つ
ま
り
一
九
一
九
年
の
五
四
運
動
以
降
、

民
衆
を
離
れ
、
政
治
に
絶
望
し
、
伝
統
的
学
術
の
世
界
に
回
帰
し
、
時
代

と
隔
絶
し
た
|
ー
と
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

昨
年
出
版
さ
れ
た
姜
義
華
教
授
の
労
作
『
章
太
炎
思
想
研
究
』
（
全
六

八
八
頁
、
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
八
月
刊
）
は
、
先
の
魯
迅
の

(33) 
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有
名
な
こ
と
ば
を
引
用
し
て
、
第
九
章
の
タ
イ
ト
ル
を
「
”
即
離
民
衆
、

漸
入
類
唐
“
的
晩
年
思
想
与
学
術
」
と
名
づ
け
、

章
太
炎
が
時
代
の
落
伍
者
と
な
り
、
「
退
い
て
静
か
な
学
者
」
と
な
っ

た
所
以
は
、
「
民
衆
か
ら
離
れ
」
た
こ
と
に
よ
る
の
で
、
喜
怒
哀
楽

が
も
は
や
民
衆
と
は
通
じ
な
く
な
っ
た
、
こ
の
た
め
「
時
代
と
隔
離

し
て
」
し
ま
っ
た
の
だ
。

と
の
べ
る
。

だ
が
果
た
し
て
、
魯
迅
の
評
価
し
た
よ
う
に
、
章
太
炎
は
政
治
を
す
て

て
静
か
な
学
者
と
な
り
、
民
衆
か
ら
離
れ
て
次
第
に
類
唐
に
入
っ
た
、
と

言
い
切
っ
て
よ
い
も
の
か
。

近
代
日
本
を
代
表
す
る
文
学
者
で
あ
っ
た
芥
川
龍
之
介
（
一
八
九
ニ
ー

一
九
二
七
）
は
、
章
太
炎
に
た
い
し
て
、
魯
迅
と
は
異
な
っ
た
印
象
を
も
っ

て
い
る
。

芥
川
龍
之
介
は
、
一
九
ニ
―
年
三
月
二
十
八
日
に
日
本
を
出
発
、
七
月

十
二
日
に
中
国
を
離
れ
る
ま
で
、
お
よ
そ
百
二
十
余
日
間
、
大
阪
毎
日
新

聞
社
の
海
外
視
察
員
と
し
て
中
国
を
旅
し
た
。
か
れ
は
中
国
で
、
上
海
、

杭
州
、
蘇
州
、
揚
州
、
鎮
口
、
南
京
、
九
江
、
甑
山
、
漠
口
、
長
沙
、
洛

陽
、
北
京
、
大
同
、
天
津
な
ど
の
地
を
訪
れ
、
婦
国
後
ま
も
な
い
八
月
十

七
日
か
ら
二
十
一
日
間
に
わ
た
っ
て
「
上
油
源
記
」
を
執
箪
し
て
い
る
。

（
な
お
、
芥
川
は
一
九
二
二
年
一
月
ー
ニ
月
に
は
「
江
南
源
記
」
、
一
九

二
五
年
六
月
に
「
北
京
日
記
抄
」
を
書
き
、
「
上
海
裾
記
」
と
合
わ
せ
て

一
九
二
五
年
十
一
月
、
改
造
社
か
ら
『
支
那
朝
記
』
と
題
し
て
出
版
し
て

い
る
。
）

十
九
世
紀
末
以
降
、
日
本
の
文
学
者
、
思
想
家
、
新
聞
記
者
な
ど
が
書

い
た
中
国
旅
行
記
は
お
そ
ら
く
数
百
種
を
数
え
る
（
東
洋
文
庫
近
代
中
国

研
究
委
員
会
編
『
明
治
以
降
日
本
人
の
中
国
旅
行
記
』
参
照
）
が
、
こ
の

芥
川
の
旅
行
記
は
、
内
藤
虎
次
郎
（
号
は
湖
南
、
一
八
六
六

i
一
九
三
四
）

の
『
支
那
漫
遊
燕
山
楚
水
』
（
博
文
館
、
一
九

0
0年
刊
）
、
徳
富
猪
一

郎
（
号
は
蘇
峰
、
一
八
六
三

i
一
九
五
七
）
の
『
支
那
漫
茄
記
』
（
民
友

社
、
一
九
一
八
年
刊
）
、
鶴
見
祐
輔
（
一
八
八
五

i
一
九
七
三
）
の
『
偶

像
破
壊
期
の
支
那
』
（
鉄
道
時
報
局
、
一
九
二
三
年
刊
）
な
ど
と
と
も
に
、

第
一
級
の
中
国
旅
行
記
で
あ
る
。

こ
の
旅
行
の
間
に
、
芥
川
龍
之
介
は
章
太
炎
、
鄭
孝
脊
、
李
人
傑
、
寧

鴻
銘
な
ど
と
会
見
し
て
そ
の
印
象
を
記
録
し
て
い
る
。

ま
た
昨
年
九
月
出
版
さ
れ
た
『
胡
適
的
日
記
』
（
中
国
社
会
科
学
院
近

代
史
研
究
所
中
華
民
国
史
研
究
室
編
、
中
華
書
局
香
港
分
局
刊
）
を
読
む

と
、
一
九
ニ
―
年
六
月
二
十
七
日
の
条
に
、
胡
適
は
「
八
時
、
到
扶
桑
館
、

芥
川
先
生
請
我
吃
飯
」
と
記
し
、
芥
川
と
「
中
国
旧
劇
」
と
「
中
国
と
フ

ラ
ソ
ス
の
詩
」
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
る
。
が
、
残
念
な
こ
と
に
、

芥
川
自
身
は
胡
適
と
の
会
食
に
つ
い
て
何
の
記
録
を
も
残
し
て
い
な
い
。

さ
て
芥
川
は
、
上
悔
で
章
太
炎
を
訪
れ
、
会
談
し
た
印
象
を
次
の
よ
う

に
の
べ
て
い
る
。

（
章
柄
麟
）
氏
の
話
題
は
徹
頭
徹
尾
、
現
代
の
支
那
を
中
心
と
し
た

政
治
や
社
会
の
問
題
だ
っ
た
。

ま
さ
し
く
芥
川
龍
之
介
が
書
い
て
い
る
と
お
り
、
章
太
炎
は
「
静
か
な

学
者
」
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
二

0
年
秋
か
ら
、
太
炎
は
「
各
省
の

(34) 
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自
治
を
第
一
歩
と
し
、
連
省
自
治
を
第
二
歩
と
し
、
連
省
政
府
を
第
三
歩

と
な
す
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
連
省
自
治
方
式
に
よ
っ
て
軍
閥
混
戦
の
当

時
の
中
国
に
、
安
定
し
た
政
府
を
樹
立
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
連
省
自
治
論
は
、
現
在
の
中
国
で
は
評
判
の
よ
か
ら
ぬ
政
治
的
主

張
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
若
き
毛
沢
東
も
一
時
期
、
こ
の
連
省
自

治
論
に
関
心
を
よ
せ
、
積
極
的
に
こ
れ
を
鼓
吹
し
た
こ
と
が
あ
る
。
一
九

二
0
年
九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
毛
沢
東
は
『
長
沙
大
公
報
』
に

「
湖
南
建
設
的
根
本
問
題
ー
~
湖
南
共
和
国
」
（
九
月
三
日
）
を
発
表
し

て
以
来
、
十
篇
余
り
の
湖
南
省
自
治
に
関
す
る
論
文
を
発
表
、
連
省
自
治

の
推
進
を
主
張
し
た
の
だ
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
省
自
治
方
式
が
各

省
で
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
る
と
各
省
の
軍
閥
支
配
を
強
化
す
る
恐
れ
が
出

て
来
た
た
め
、
毛
沢
東
は
ま
も
な
く
「
連
省
自
治
に
反
対
」
を
表
明
す
る

こ
と
に
な
る
。

だ
が
章
太
炎
は
、
一
九
二

0
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
、
湖
南
を
そ
の

中
心
と
し
て
四
川
な
ど
の
西
南
各
省
、
さ
ら
に
江
蘇
、
浙
江
な
ど
江
南
各

省
と
連
絡
を
と
り
、
こ
の
連
省
自
治
方
式
に
よ
る
中
国
統
一
政
策
を
真
剣

に
考
え
た
。
そ
し
て
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
各
地
の
政
治
家
、
名
士
に
手

紙
を
書
き
、
電
報
を
打
ち
、
あ
る
い
は
、
実
際
に
そ
の
地
に
足
を
は
こ
ん

で
面
談
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
章
太
炎
の
言
論
政
治
活
動
の
軌
跡
は
、
湯
志
鉤
先
生
の
名
著

『
章
太
炎
年
譜
長
編
』
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
逐
一
た
ど
る
こ
と
が
で

き
る
し
、
ま
た
昨
年
十
一
月
二
十
四
日
、
不
幸
に
も
急
逝
さ
れ
た
李
潤
蒼

教
授
の
論
文
「
章
太
炎
与
．
聯
省
自
治
．
」
（
『
論
章
太
炎
』
四
川
人
民

出
版
社
、
一
九
八
五
年
二
月
刊
）
に
詳
し
い
。
し
か
し
、
章
太
炎
の
政
治

活
動
ー
~
省
自
治
の
主
張
は
、
現
在
の
中
国
で
は
評
判
が
芳
し
く
な
い
。

そ
れ
は
な
に
ゆ
え
か
。
そ
れ
は
ほ
か
で
も
な
い
。
当
時
の
章
太
炎
の
連

省
自
治
の
主
張
が
、
中
国
共
産
党
の
政
策
と
ま
っ
こ
う
か
ら
対
立
す
る
も

の
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
か
れ
が
声
高
に
共
産
党
に
反
対
し
、
孫
文

に
反
対
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

芥
川
龍
之
介
に
章
太
炎
は
こ
う
言
う
。
は
し

支
那
の
国
民
は
、
元
来
極
端
に
趨
る
事
を
し
な
い
。
こ
の
特
性
が
存

す
る
限
り
、
支
那
の
赤
化
は
不
可
能
で
あ
る
。
成
程
一
部
の
学
生
は
、

労
農
主
義
を
歓
迎
し
た
。
が
、
学
生
は
即
ち
国
民
で
は
な
い
。
彼
等

な
げ
う

さ
ヘ
一
度
は
赤
化
し
て
も
必
ず
何
時
か
は
そ
の
主
張
を
撮
つ
時
が
来

る
で
あ
ら
う
。

こ
の
よ
う
に
、
芥
川
に
向
か
っ
て
章
太
炎
は
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
「
爪

の
長
い
手
を
振
り
な
が
ら
、
浩
活
と
独
特
の
説
を
述
べ
た
」
と
い
う
。
そ

う
芥
川
に
語
っ
た
章
氏
が
、
共
産
党
は
ロ
シ
ア
の
手
先
だ
、
と
毛
嫌
い
し
、

国
共
合
作
に
反
対
し
た
こ
と
は
歴
史
上
の
事
実
で
あ
る
。

そ
う
し
た
「
打
倒
赤
化
」
を
唱
え
る
「
反
動
的
な
？
」
章
太
炎
で
あ
っ

た
が
、
か
れ
は
都
市
の
イ
ソ
テ
リ
は
農
村
を
軽
視
し
て
い
る
と
不
満
の
意

を
露
わ
に
し
農
村
改
革
を
真
剣
に
考
え
て
い
た
。
の
み
な
ら
ず
、
か
れ
は

一
九
三
一
年
の
九
一
八
（
満
州
事
変
）
以
後
、
日
本
の
侵
略
に
反
対
し
て

立
ち
上
っ
た
学
生
の
愛
国
運
動
に
同
情
を
よ
せ
、
北
上
し
て
抗
日
を
説
い

た
の
で
あ
っ
た
。

芥
川
龍
之
介
に
対
し
て
、
章
太
炎
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
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右
の
文
章
は
、
九
八
六
年
六
月
、
浙
江
省
杭
州
市
で
開
催
さ
れ
た

「
章
太
炎
先
生
逝
世
五
十
周
年
紀
念
学
術
討
論
会
」
に
提
出
し
た
原
稿
の

日
本
語
の
原
文
で
あ
る
。
学
会
で
は
こ
の
文
章
を
忠
実
に
中
国
語
に
翻
訳

し
（
三
三
頁
上
段
一
八
行
目
の
「
こ
の
言
い
方
は
も
う
流
行
ら
な
い
か
も

知
れ
な
い
け
れ
ど
…
…
」
の
一
句
は
削
り
）
、
約
二
十
分
か
け
て
口
頭
で

発
表
し
た
。
発
表
に
先
立
っ
て
、
わ
た
し
は
、

「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
教
育
の
も
と
に
成

II 

よ

支
那
を
復
典
す
る
に
は
、
ど
う
云
ふ
手
段
に
出
る
の
が
好
い
か
？

こ
の
問
題
の
解
決
は
、
具
体
的
に
は
ど
う
す
る
に
も
せ
よ
、
机
上
の

学
説
か
ら
は
生
ま
れ
る
筈
が
な
い
。
古
人
も
時
務
を
知
る
も
の
は
俊

傑
な
り
と
道
破
し
た
。
―
つ
の
主
張
か
ら
演
繹
せ
ず
に
、
無
数
の
事

実
か
ら
帰
納
す
る
、

1

そ
れ
が
時
務
を
知
る
の
で
あ
る
。
時
務
を

知
っ
た
後
に
、
計
画
を
定
め
る
、
’
~
時
に
循
つ
て
、
宜
し
き
を
制

ほ
か

す
と
は
、
結
局
こ
の
意
味
に
外
な
ら
な
い
。
…
…

わ
た
し
は
、
章
太
炎
は
魯
迅
が
の
べ
た
よ
う
に
、
「
退
い
て
静
か
な
学

者
に
な
っ
た
」
の
で
は
な
く
、
そ
の
晩
年
ま
で
常
に
政
治
に
関
心
を
抱
き

続
け
た
、
経
世
済
民
の
道
を
歩
み
続
け
た
実
践
の
人
で
あ
り
、
行
動
的
学

者
で
あ
り
、
「
学
問
あ
る
革
命
家
」
で
あ
り
続
け
た
人
で
あ
っ
た
、
と
考

え
る
。
そ
れ
が
た
と
え
、
中
国
共
産
党
の
当
時
と
っ
て
い
た
道
と
異
な
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
…
…
。

長
し
た
た
め
、
わ
れ
わ
れ
の
年
代
の
も
の
は
、
”
百
家
争
嗚
．
の
雰
囲
気

で
研
究
工
作
を
お
こ
な
い
、
い
つ
も
好
き
勝
手
に
討
論
（
随
便
討
論
）
し

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
中
国
の
学
者
の
方
々
に
対
し
て
、
い
さ
さ
か
礼

を
失
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
や
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
も
し
無
礼
の
段
が
あ
り

ま
し
て
も
ご
海
容
の
程
に
存
じ
ま
す
」

と
前
お
き
し
て
、
こ
の
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
中
国
の
マ
ル
ク
ス
主
義
、
毛
沢
東
研
究
が
魅
力
に
乏
し

い
、
と
か
、
魯
迅
研
究
は
千
篇
一
律
の
感
が
あ
る
、
と
か
、
い
さ
さ
か
率

直
に
心
情
を
吐
露
し
す
ぎ
、
言
わ
ず
も
が
な
の
き
ら
い
が
あ
る
と
考
え
た

か
ら
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
わ
た
し
自
身
と
し
て
は
、
外
国
人
研
究
者
の

わ
た
し
が
わ
ざ
わ
ざ
中
国
の
学
会
に
出
か
け
て
い
っ
て
、
当
り
さ
わ
り
の

な
い
こ
と
を
の
べ
る
よ
り
も
、
日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
感
じ
て
い
る
こ
と

を
は
っ
き
り
申
し
の
べ
た
方
が
よ
い
、
と
考
え
た
の
だ
っ
た
。

華
中
師
範
大
学
の
章
開
源
学
長
の
司
会
で
、
わ
た
し
は
発
表
し
た
が
、

す
ぐ
さ
ま
、
中
国
の
あ
る
学
者
か
ら
、
お
前
の
魯
迅
評
価
は
き
び
し
す
ぎ

る
、
魯
迅
の
こ
の
太
炎
評
価
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
こ
ん
に
ち
太
炎
は
い

ま
な
お
将
敬
さ
れ
て
い
る
の
だ
—
_
·
と
い
っ
た
趣
旨
の
反
論
が
出
さ
れ
た
。

が
、
発
表
後
、
会
場
の
外
で
復
旦
大
学
の
朱
維
鉗
教
授
は
タ
バ
コ
の
煙

を
く
ゆ
ら
せ
な
が
ら
、
自
分
は
提
出
論
文
で
ほ
ぽ
同
じ
主
張
を
し
て
い
る
、

意
を
強
く
し
た
、
と
の
べ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
晩
、
わ
た
し
の
部
屋

を
ノ
ッ
ク
し
て
訪
れ
た
年
若
い
研
究
者
は
わ
た
し
の
発
表
に
袈
意
を
示
し
、

中
国
に
は
ま
だ
タ
プ
ー
が
多
す
ぎ
る
、
と
の
べ
た
。

だ
が
、
わ
た
し
が
問
題
に
し
た
章
柄
麟
と
中
国
共
産
党
の
関
係
に
つ
い

(36) 
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て
は
、
翌
日
の
分
科
会
で
も
、
そ
れ
に
触
れ
る
ひ
と
は
誰
も
な
か
っ
た
。

一
九
八
六
年
八
月
十
三
日
付
け
の
『
光
明
日
報
』
紙
は
、
同
学
会
の
秘

書
長
を
勤
め
た
胡
国
枢
氏
（
浙
江
省
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
）
の
署
名

入
り
で
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
を
掲
載
し
た
。

〈
一
九
八
六
年
六
月
十
四
日
は
近
代
の
文
化
名
士
、
章
太
炎
先
生
の
逝

去
五
十
周
年
で
あ
っ
た
が
、
か
れ
の
学
術
、
思
想
の
研
究
を
深
め
る
た
め

に
、
そ
の
故
郷
の
杭
州
市
で
四
日
間
に
わ
た
る
学
術
討
論
会
が
開
か
れ
た
。

こ
の
た
び
の
学
術
討
論
会
で
は
、
史
学
、
哲
学
、
政
治
、
文
学
、
言
語
文

字
学
、
仏
教
学
、
医
学
、
経
済
学
、
法
学
な
ど
多
方
面
に
論
議
が
お
よ
び
、

章
太
炎
研
究
の
領
域
を
広
め
た
。

こ
の
討
論
会
で
は
、
章
太
炎
の
晩
年
の
評
価
に
つ
い
て
熱
の
こ
も
っ
た

意
見
の
交
換
が
な
さ
れ
た
。

復
旦
大
学
の
朱
維
卸
は
か
れ
の
論
文
「
晩
年
の
章
太
炎
」
で
、
日
本
の

関
西
大
学
河
田
悌
一
教
授
は
「
章
太
炎
は
．
退
い
て
静
か
な
学
者
．
に
な
っ

た
の
か
ー
|
l章
太
炎
に
た
い
す
る
魯
迅
と
芥
川
龍
之
介
の
評
価
」
で
い
ず

れ
も
、
魯
迅
の
「
太
炎
先
生
に
関
す
る
二
、
三
の
こ
と
」
の
章
太
炎
評
価

は
、
章
氏
に
た
い
す
る
「
棺
を
器
い
て
論
定
ま
る
」
決
定
的
評
価
と
み
な

す
こ
と
は
で
き
ぬ
し
、
史
実
に
も
と
づ
い
て
新
た
に
評
価
を
下
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
、
と
論
じ
た
。

こ
れ
に
た
い
し
て
、
何
人
か
の
学
者
は
こ
の
種
の
見
方
に
同
意
せ
ず
、

魯
迅
の
章
太
炎
に
た
い
す
る
．
評
語
．
は
史
実
に
合
致
し
た
確
実
な
見
解

（
真
知
灼
見
）
だ
、
と
か
さ
ね
て
表
明
し
た
。
》

と
も
あ
れ
、
わ
た
し
の
投
じ
た
一
石
は
中
国
の
学
会
に
波
紋
を
投
げ
か

a
 

け
た
の
で
あ
り
、
中
国
の
学
会
に
参
加
し
た
意
義
は
ま
が
り
な
り
に
も
あ
っ

た
、
と
お
も
わ
れ
る
。

な
お
こ
の
学
会
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
朝
日
新
聞
』
（
一
九
八
六
年

八
月
十
九
日
夕
刊
）
に
「
文
人
革
命
家
『
章
柄
麟
シ
ソ
ボ
』
に
参
加
し
て
」

と
題
し
て
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
以
下
に
は
そ
の
日
程
と
参
加
者

の
提
出
論
文
名
を
か
か
げ
て
参
考
に
供
す
る
こ
と
に
す
る
。

日
程

六

月

十

四

日

午

前

9
時
よ
り
杭
州
飯
店
小
礼
堂
に
て
浙
江
省
政
治

協
商
会
議
•
王
家
揚
主
席
主
催
の
「
章
太
炎
先
生
逝
世
五
十
周
年
紀
念

（
追
悼
）
会
」
、
終
了
後
、
西
湖
畔
の
章
氏
墓
地
に
参
詣
。
午
後
、
サ
イ

ド
・
カ
ー
先
導
の
も
と
、
乗
用
車
、
マ
イ
ク
ロ
パ
ス
十
数
台
を
つ
ら
ね
て

余
杭
県
の
「
章
太
炎
故
居
」
を
見
学
。
夜
、
西
湖
畔
の
「
楼
外
楼
」
に
て

宴
会
。六
月
十
五
日
杭
州
市
郊
外
の
望
江
山
療
狼
院
を
宿
舎
と
会
場
に
し

て
「
学
術
討
論
会
」
。
午
前
の
発
表
者
は
①
呉
文
棋
、
切
江
栄
祖
、
③
姜

義
華
、
④
近
藤
邦
康
、
固
朱
季
海
、
⑥
胆
文
権
、
⑦
李
慎
行
、
⑧
孔
繁
。

午
後
は
ひ
き
つ
づ
き
、
⑨
胴
文
、
⑩
河
田
悌
一
、
仰
湯
志
鈎
、
⑫
許
冠
―
―
―
‘

⑬
王
寧
、
⑭
銃
欽
農
が
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。

六
月
十
六
日
午
前
八
時
四
五
分
か
ら
十
一
時
二
五
分
ま
で
、
午
後

二
時
か
ら
五
時
ま
で
、
史
学
、
哲
学
、
文
学
に
分
か
れ
て
分
科
会
、
昨
日

の
各
発
表
に
つ
い
て
、
各
人
の
見
解
を
自
由
に
交
換
し
た
。

六
月
十
七
日
一
日
、
参
加
者
主
催
者
（
百
余
名
）
で
紹
典
見
学
。
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六

月

十

八

日

午

後

二

時

i
五
時
、
閉
会
式
。
各
分
科
会
で
の
討
論

の
結
果
を
、
史
学
は
朱
維
鉾
、
哲
学
は
呉
光
、
文
学
は
続
欽
農
各
氏
が
総

括
し
た
ほ
か
、
章
氏
の
孫
章
念
馳
氏
（
上
海
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
）

が
『
章
太
炎
全
集
』
な
ど
章
氏
の
著
作
資
料
の
編
集
事
業
に
つ
い
て
報
告
。

ま
た
章
氏
の
墓
地
近
く
に
建
設
予
定
の
「
章
太
炎
紀
念
館
」
に
つ
い
て
の

紹
介
な
ど
が
あ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

「
論
章
太
炎
思
想
的

「
章
太
炎
『
旭
書
』

「
章
太
炎
与
宋
明
理

b

提
出
論
文
目
録

(
1
)
唐
文
権
（
華
中
師
範
大
学
歴
史
研
究
所
）

主
要
特
点
及
其
歴
史
地
位
」

(
2
)
孔
繁
（
中
国
社
会
科
学
院
宗
教
研
究
所
）

重
訂
本
対
中
国
学
術
思
想
変
遷
的
評
価
」

(
3
)
羅
福
恵
（
華
中
師
範
大
学
歴
史
研
究
所
）

学」

(
4
)
呉
光
（
浙
江
省
社
会
科
学
院
哲
学
研
究
所
）

学
思
想
的
転
変
及
其
原
因
」

(
5
)
哀
偉
時
（
中
山
大
学
哲
学
系
）
「
辛
亥
革
命
与
章
太
炎
哲
学
思

想
的
変
化
」

(
6
)
熊
月
之
（
上
海
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
）

西
学
」

(
7
)
徐
和
薙
（
杭
州
大
学
歴
史
系
）

化」

(
8
)
胡
珠
生
（
温
州
市
図
書
館
）

「
試
論
章
太
炎
哲

「
早
年
章
太
炎
与

「
章
太
炎
与
中
国
近
代
民
族
文

「
章
太
炎
的
反
清
思
想
」

(
9
)
黎
振
国
（
上
海
社
会
科
学
院
哲
学
研
究
所
）

文
学
」

(10)
鄭
雲
山
（
杭
州
大
学
歴
史
系
）
「
孫
中
山
与
光
復
会
」

(11)
陶
士
和
（
杭
州
師
範
学
院
政
史
系
）
「
試
論
武
昌
起
義
後
的
孫

章
関
係
」

(12)
李
希
泌
（
北
京
図
書
館
『
文
献
』
編
輯
部
）
「
章
太
炎
先
生
史

学
的
核
心
ー
ー
I

通
史
致
用
」

(13)
哀
英
光
（
華
東
師
範
大
学
史
学
史
研
究
所
）
「
従
『
旭
書
』
到

『
検
論
』
看
章
太
炎
史
学
思
想
演
変
」

(14)
金
徳
建
（
上
海
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
）
「
章
太
炎
先
生
晩

年
購
学
与
愛
国
主
義
精
神
」

(15)
呉
競
（
蘇
州
大
学
歴
史
系
）
「
太
炎
先
生
在
蘇
州
」

(16)
王
鳳
賢
（
浙
江
省
社
会
科
学
院
）
「
一
位
＂
有
学
問
的
革
命
家
．

I

評
魯
迅
論
章
太
炎
」

(17)
呉
文
棋
（
復
旦
大
学
中
文
系
）
「
論
章
太
炎
的
文
学
思
想
和
他

的
文
章
」

(18)
周
双
利
（
内
蒙
古
民
族
師
範
学
院
）
「
試
論
章
太
炎
的
国
学
」

(19)
王
有
為
（
上
海
人
民
出
版
社
）
「
章
太
炎
与
『
民
報
』
」

(20)
胡
国
枢
（
浙
江
省
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
）
「
章
太
炎
与
”
典

浙
会
．
」

(21)
都
身
誠
（
浙
江
大
学
）
「
簡
論
章
太
炎
的
『
旭
書
』
ー
中
国

歴
史
上
最
早
的
旧
民
主
革
命
理
論
性
専
著
」

(22)
易
夢
虹
（
南
開
大
学
国
際
経
済
系
）
「
試
論
章
太
炎
貨
幣
思
想

「
章
柄
麟
与
経
今

(38) 
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中
的
合
理
内
涵
」

(23)
鏡
欽
農
（
湖
北
大
学
古
籍
研
究
所
）

明」

(24)
銃
欽
農
「
章
太
炎
『
説
文
部
首
韻
語
』
古
今
音
注
」

(25)
魏
皓
奔
（
杭
州
市
社
会
科
学
研
究
所
）
「
試
論
章
太
炎
的
法
律

思
想
」

(26)
林
乾
良
（
浙
江
中
医
学
院
）
「
章
太
炎
先
生
医
学
思
想
論
析
」

(27)
姜
義
華
（
復
旦
大
学
歴
史
系
）
「
章
太
炎
与
中
国
文
化
的
現
代

命
運
」

(28)
張
苓
華
（
魯
迅
博
物
館
研
究
室
）
「
太
炎
先
生
東
京
講
学
及
其

対
魯
迅
的
影
響
」

(
2
9
)史
奔
（
浙
江
省
文
物
局
）
「
論
魯
迅
対
章
太
炎
的
評
価
—
—
辛
亦

論
魯
迅
的
人
物
観
」

(30)
陸
宗
達
・
王
寧
（
北
京
師
範
大
学
中
文
系
）
「
章
太
炎
与
中
国

的
語
言
文
字
学
」

(31)
湯
柄
正
（
四
川
師
範
大
学
中
国
古
代
文
学
研
究
所
）
「
従
『
成

均
図
』
看
太
炎
先
生
対
音
学
理
論
的
建
樹
」

(32)
韓
旭
鉦
（
杭
州
外
国
語
学
校
）
「
章
太
炎
和
魯
迅
」

(33)
唐
文
（
蘇
州
鉄
道
師
範
学
院
）
「
国
故
論
衡
小
学
之
部
疏
証
自

序」

(34)
雀
富
章
（
浙
江
図
書
館
）
「
『
旭
書
』
版
本
述
略
」

(35)
雀
富
章
「
関
子
『
秦
献
記
』
的
主
題
及
其
も
」

(36)
胡
学
彦
（
浙
江
人
民
出
版
社
）
「
校
勘
『
章
太
炎
生
平
与
思
想

「
太
炎
文
録
続
編
校
点
説

研
究
文
選
』
所
想
到
的
」

(37)
謝
棟
允
（
遼
寧
教
育
学
院
中
文
系
）
「
『
狽
外
三
州
語
』
疏
証
」

(38)
陳
冬
輝
（
浙
江
師
範
大
学
中
文
系
）
「
『
説
文
部
首
韻
語
』
簡

注」

(39)
江
栄
祖
（
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
理
工
大
学
歴
史
系
）
「
試
論
章
太
炎

的
文
化
観
」

(40)
近
藤
邦
康
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
）
「
章
太
炎
与
日
本
」

(41)
河
田
悌
一
（
関
西
大
学
文
学
部
）
「
章
太
炎
是
否
”
退
居
子
寧

静
的
学
者
．
呪
？
ー
ー
＇
魯
迅
和
芥
川
龍
之
介
対
子
章
太
炎
的
評

価」

(42)
朱
季
悔
「
古
文
犬
弐
弐
従

t
説

i
附
釈
必
説
様

t
」

(43)
呉
嘉
勲
（
上
海
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
）
「
論
章
太
炎
辛
亥

革
命
時
期
的
国
家
学
説
」

(44)
磨
名
春
（
武
漢
大
学
中
文
系
研
究
生
）
「
試
論
章
太
炎
的
尊
荀
」

(45)
朱
維
鉾
（
復
旦
大
学
歴
史
系
）
「
関
子
晩
年
章
太
炎
」

(46)
徐
復
（
南
京
師
範
大
学
）
「
読
『
旭
書
』
雑
誌
」

(47)
李
慎
行
（
宝
鶏
師
範
学
院
中
文
系
）
「
従
章
太
炎
先
生
対
待
清

儒
研
討
金
、
甲
文
字
的
態
度
中
汲
取
教
益
」

(48)
窒
国
炎
（
山
西
大
学
古
典
文
学
研
究
所
）
「
章
太
炎
文
学
観
考

辮
二
題
」

(49)
挑
莫
中
（
山
西
大
学
古
典
文
学
研
究
所
）

命
こ
身
二
任
」

「
．
学
問
．
、

”
革

(39) 


